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────────────────────────────── 

午前10時00分開議 

○事務局長（須藤 浩文事務局長）  皆様、おはようございます。 

 御起立お願いします。一同、礼。 

〔起立・礼〕 

○事務局長（須藤 浩文事務局長）  御着席ください。 

○議長（坂本 弘明議員）  これより本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

────────────・────・──────────── 

日程第１．議案第１２号 

日程第２．議案第１３号 

日程第３．議案第１４号 

日程第４．議案第１５号 

日程第５．議案第１６号 

日程第６．議案第１７号 

日程第７．議案第１８号 

○議長（坂本 弘明議員）  日程第１、議案第１２号から日程第７、議案第１８号までの補正予算

議案７件を一括議題として、質疑を行います。 

 なお、令和５年度施政方針に対する質疑も行います。 

 質疑をされる方は、議会申合せ事項を遵守していただき、さらに、議案番号並びに答弁者を指

名して質疑願います。 

 また、質疑は簡潔にかつ要望とならないようお願いいたします。 

 議員、執行部双方に申し上げます。質問、答弁につきましては、マイクの位置を確認して発言

されるようお願いいたします。 

 質疑ありませんか。磯貝助夫議員。 

○議員（６番 磯貝 助夫議員）  議席番号６番、磯貝議員です。 

 町長のほうにお尋ねいたします。町長の施政方針につきましてお尋ねします。 

 町長が施政方針の中で、賢く稼ぐ、あるいはにぎわいを取り戻す、あるいはみんなが輝く町高

千穂という言葉を述べられました。 

 私の人生の中で、私自身が起業してもうけるとか、何かを生産して稼ぐとか、そういう人生は

一度も送っていないものですから、その賢く稼ぐというところがどういうことなのか、具体的に

聞かせていただきたいと思います。 
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○議長（坂本 弘明議員）  町長。 

○町長（甲斐 宗之町長）  磯貝議員の御質問にお答えをいたします。 

 賢く稼ぐというのは、個人個人というよりも町全体で、町のあらゆる資源を活用して町全体で

稼ぐということを表現しているというふうに、私の中ではそのように認識をしております。 

 例えば、観光振興の面でも、まだまだお金を落としていただける可能性というのは様々な面で

あろうかと思います。それは、新たな観光資源づくりであったり、あるいは中でも述べさせてい

ただきましたけれども、駐車場代を今、ただで止めているところの駐車場代を取るとか、あるい

はもっと観光消費額の高い旅行者をさらに呼び込んでいくとか、そういった観光面ではそういっ

たこともあります。 

 農業振興においては、このブランド力を高めていって農産品の価値をさらに上げていくといっ

たところ、そういったところをもっと工夫をすればいろんな町全体で稼ぐことができるものが

様々あろうかというふうに考えておりますので、そこも最大限に生かして、いかに町にお金が落

ちるかということを様々な角度から考えていきたい、そういう趣旨でございます。 

 以上です。 

○議長（坂本 弘明議員）  磯貝助夫議員。 

○議員（６番 磯貝 助夫議員）  いろいろと工夫をして考えていきたいということでございます

けども、実際のところ、今ふるさと納税もなかなか伸び悩んで、昨年度よりも今年度のほうがち

ょっと売り上げが落ちている。その原因として在庫がないというようなことを担当者のほうが言

われておりましたが、これを賢く稼いで、目標である来年度も予算で上げていますけども２億円

というのを目標としているわけですけども、来年度、この賢く稼ぐが成果が出せるものなのか、

どうなのかお答えください。 

○議長（坂本 弘明議員）  町長。 

○町長（甲斐 宗之町長）  磯貝議員の御質問にお答えをいたします。 

 ふるさと納税については、当初、２億円というところで計画として上げていたものが、１億

３,０００万円にも満たないかなというような見込みでありますけれども、これについては本当

に反省すべき点が多々あろうかなというふうに思います。 

 高千穂牛をはじめ、高級志向に対応したような返礼品をそろえておりましたけれども、高千穂

町内には、さらに返礼品として活用できるものが様々あるというところと、あとふるさと納税の

返礼品に対するニーズが変わってきているというところをしっかりつかんでいきたいというふう

に考えております。 

 そういった中で、今いろいろな返礼品も増やしているわけではありますけれども、高千穂町内

にはこういった産業あって、こういった返礼品と活用できるものがあるというのを、今、日々発
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掘して新たな返礼品として提示をしているところでありますので、そこらあたりについては、ま

さに今、取組の途中でありますけれども可能性が見えてきているところもありますし、また新た

な農産品を活用した加工品の開発、こういったところもしっかり今からやるための仕組み、準備

を進めているところでありますので、ここらあたりについては、私としては少し目標よりも予定

した時期よりも遅れますけれども、令和５年度中にはしっかりそこを軌道に乗せていきたいとい

うふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（坂本 弘明議員）  磯貝助夫議員。 

○議員（６番 磯貝 助夫議員）  今言われたように５年度中には何とか軌道に乗せて賢く稼ぐと

いう、その成果を出していきたいということでございますので、それについてはよろしくお願い

いたします。 

 あと、これに関連いたしまして賢く稼ぐため、あるいは高千穂が今、まちづくり公社というの

を始めたということで、４年度の総務産業常任委員会の行政調査に職員が同行されたのは御存じ

でしょうか。 

○議長（坂本 弘明議員）  町長。 

○町長（甲斐 宗之町長）  もちろん存じ上げております。先日の報告でもそのようにお聞きをし

ましたし、また一度職員だけでも伺ってはおりますし、何度も交流はさせていただいております

けれども、しっかりその辺のノウハウは高千穂町職員としても、またまちづくり公社としても参

考にさせていただくべきは参考にさせていただいて、実績につなげていきたい、そのように考え

ております。 

 以上です。 

○議長（坂本 弘明議員）  磯貝助夫議員。 

○議員（６番 磯貝 助夫議員）  現場に出向いた職員の意見あるいは感想等もしっかり町政に反

映させていただくように、また私たちも視察等行ってまいりましたので、そういうところをしっ

かり町政のほうに要望もし、あるいは反映させていただきたいというふうに考えておりますので、

よろしくお願いします。ぜひ、５年度は賢く稼いでいただきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（坂本 弘明議員）  ほかにありませんか。馬原英治議員。 

○議員（９番 馬原 英治議員）  ９番、馬原です。 

 議案第１２号の一般会計補正について、財政課長にお伺いしすけど、議案集の２２ページに、

財産貸付収入増額補正が出ておりますけども、この１２０万円の内訳をお教え願います。 

○議長（坂本 弘明議員）  財政課長。 
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○財政課長（興梠 貴俊課長）  馬原議員の御質問にお答えいたします。 

 所有地貸付料の増につきましては、あまてらす鉄道分が５０万４,０００円の増、それ以外に

つきましては一時貸付等によります増であります。 

 以上です。 

○議長（坂本 弘明議員）  馬原英治議員。 

○議員（９番 馬原 英治議員）  これは昨年９月議会に、あまてらす鉄道が事業説明内容に見え

て、あのときの予算金額は１２万円でしたけれども、この５０万円を入れて合計６２万

４,０００円ということで理解してもよろしいですか。 

○議長（坂本 弘明議員）  財政課長。 

○財政課長（興梠 貴俊課長）  今おっしゃったとおりでございます。 

○議長（坂本 弘明議員）  馬原英治議員。 

○議員（９番 馬原 英治議員）  当初の先ほどの説明では、きっちり６０万円ということで予算

委員会がありますので、そちらのほうで聞きますけれども、この２万４,０００円上がった内訳

というのはどういう根拠があるわけですか。 

○議長（坂本 弘明議員）  財政課長。 

○財政課長（興梠 貴俊課長）  当初、あまてらす鉄道さんに対しましての貸付については、敷地

内の草刈りですとかそういったものの維持管理費等がかかることを考慮して、当初１万円での貸

付を決定していたというふうに考えております。 

 その後、鉄道等の車両等を走らせることで収益等も上がってまいりまして、先ほど御指摘のと

おり議会のほうからも使用料についての見直しを求める御意見も頂戴いたしました。 

 昨年３月中にあまてらすさんのほうと協議をいたしまして、実情、収益等もかなり上がっては

おるんですが、協議の中では枕木の交換とかそういった費用は、あまてらすさんのほうが出され

ていると、そういったこともありましたけれど協議を重ねた結果、値上げをすることに決定しま

した。 

 月当たり５万２,０００円ということですが、これはそれぞれの土地の評価額を全て積算しま

して、その額で決定いたしたものでございます。 

 以上です。 

○議長（坂本 弘明議員）  馬原英治議員。 

○議員（９番 馬原 英治議員）  財政課長、返答はいいんですけれども、私も岩戸から通ってお

りますけれども、鉄道横の草切りは５月から６月に行われたままで、あとは伸び放題になってお

ります。そこは確認していただきたいと思います。そこら辺の町有財産管理というのは、もう一

回確認していただきたいと思います。 
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 そこで、総合政策室長にお伺いいたしますけれども、あまてらす鉄道につきましては、鉄道公

園化につきまして説明がどういう関係になっているかというのを、一切聞いたことがありません

し、今後、室長としては公園化事業に向けてあまてらす鉄道とはどういう協力体制、どういうこ

とを考えておられるか伺います。 

○議長（坂本 弘明議員）  総合政策課長。 

○総合政策課長（戸髙 雄司課長）  馬原議員の御質問にお答えをいたします。 

 今後、公園化を進めておりますが、今後の関わりも重要になってくるかと思っております。先

日、町内で各説明会のほうを行いましたが、あまてらす鉄道のほうからも説明をしてほしいとい

うことで要望があっておりますので、一応、予定では明日伺って御説明をしていきたいと考えて

おります。 

 今後も進捗状況により各協議が必要なときには、随時やっていきたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（坂本 弘明議員）  ほかにありませんか。板倉哲男議員。 

○議員（５番 板倉 哲男議員）  ５番、板倉です。 

 １２号の一般会計補正予算についてお尋ねしたいと思います。議案集の３１ページになります。 

 ３１ページの下のほうの負担金とかのところに、地域みらい留学３年版の登録負担金８８万円

が減額になっています。この点について、まず総合政策課長にお尋ねしたいと思いますけれども、

１点目として地域みらい留学３年版とはどういった事業なのかということをお伺いしたいという

のと、２点目として、それがなぜ今回減額になったのかについてお尋ねしたいと思います。 

○議長（坂本 弘明議員）  総合政策課長。 

○総合政策課長（戸髙 雄司課長）  板倉議員の御質問にお答えいたします。 

 この３年版というのは、今現在は「地域みらい留学３６５」、今、現在は高校２年生が今年度

も３名よそから入ってきておりますが、これの１年から３年までの３年版ということで取り組ん

でいるところでございます。 

 しかしながら、これにつきましてはまだそこまで至っておりませんで、今年度も登録できると

ころまで行っていないという状況です。 

 これにつきましては、県の教育委員会のほうも、まだ高千穂高校のほうにこの許可を下ろして

いただいていないということもありますので、今後、条件等整い次第、そちらのほうに移行でき

るように、また努力してまいりたいと思います。 

 以上です。 

○議長（坂本 弘明議員）  板倉哲男議員。 

○議員（５番 板倉 哲男議員）  今、条件が整えばということをおっしゃいましたけれど、その
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条件というのは具体的にどういった条件になるのか、再度総合政策課長にお尋ねします。 

○議長（坂本 弘明議員）  総合政策課長。 

○総合政策課長（戸髙 雄司課長）  現在、県の教育委員会のほうから来ているのは、県内でも飯

野高校のほうがこの３年版のみらい留学をやっておりますが、やはり学校の施設関係だけでなく、

そういった留学生を迎えるにつきましては、寮とか下宿そういったところの整備も当然重要にな

ってきております。 

 また、飯野高校等につきましては現在それでやっていますが、なかなかそういったところの整

備が追いついていない諸問題も出ているということを伺っておりますので、そういったところが

きっちり解決できて受入れ体制ができてからの運用になるかと思っております。 

以上です。 

○議長（坂本 弘明議員）  板倉哲男議員。 

○議員（５番 板倉 哲男議員）  条件として下宿ですとか寮ということでしたけれども、ちょう

ど令和３年の１１月に西臼杵郡の議員大会というものがありまして、その際に、研修として高千

穂高校の校長先生から高校の取組について全議員で話を聞かせていただく機会があったんですが、

その際に、まさに校長がおっしゃっていたのが寮が足らないというお話でした。 

 現在、男子が４６名、女子が１６名の定員となっていまして、圧倒的に女子の部屋が足りない

ということをおっしゃっていました。併せて西臼杵郡の人口が減少している状況において、高校

の生徒数を維持するためにはやはり郡外あるいは県外から生徒に来てもらう以外にないというこ

ともおっしゃっていまして、そうなるとやはり、そうした生徒を郡外・県外からの生徒を受け入

れる下宿なり寮が必要だということを熱弁されておられたのを覚えています。 

 その際に、校長先生がおっしゃった中には、西臼杵郡の３町でお金を出し合って寮を作ること

はできないかということもおっしゃっていました。先ほど総合政策課長の答弁の中にもありまし

たが、えびの市の飯野高校では全国枠に対応するため、えびの市が寮を整備したということも聞

いています。 

 ここで町長にお伺いしたいと思いますが、先ほど言ったように西臼杵郡３町でお金を出し合っ

て、あるいは、やはり一番の当事者は高千穂町になりますので、高千穂町がお金を出して高校の

寮を整備するというのも必要ではないかと思いますが、町長のお考えをお聞かせください。 

○議長（坂本 弘明議員）  町長。 

○町長（甲斐 宗之町長）  板倉議員の御質問にお答えいたします。 

 お話としてはおっしゃるとおりだなというふうに思っておりますし、高校の校長先生からもそ

のような声は以前より出てきております。 

 県の教育長などにお話しに行く場合にも寮の話は毎回、何とか県のほうで増設していただけま
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せんかという訴えはさせていただいております。 

 今後の高校といいますか、西臼杵郡内の生徒数の見込みそこら辺りも考慮したときに、本当に

それだけ入ることができるのかというようなこととか、あるいは高千穂高校の今の寮の寮母ある

いは給食対応の人材もなかなか苦慮されているという状況もあります。こういった中で、西臼杵

３町で寮を整備するという可能性も私はゼロじゃないというふうに思っております。 

 そういったときに、やはり今、西臼杵３町で支援する体制を整えておりますので、日之影と五

ヶ瀬、ここの連携の中で、そこまでお金を出していただけるかという交渉を高千穂町が中心にな

ってやりますけれども、そこら辺りについては引き続きの交渉になろうかと思いますけれども、

このような全国枠ということで募集していくという取組と連動するということが必要であろうか

と思いますので、そこらあたりについてはしっかり方向と町だけで、西臼杵３町だけでやれる問

題ではありませんので、引き続き県の教育委員会、そして高千穂高校との意見交換をしながら、

その可能性については検討していきたいというふうに思います。 

 以上です。 

○議長（坂本 弘明議員）  板倉哲男議員。 

○議員（５番 板倉 哲男議員）  ぜひ検討のほうをしていただきたいと思います。 

 ただ、もし仮に本当に西臼杵３町であるいは高千穂町がお金を出して寮を整備するとなりまし

ても、やはりできるまでには時間がかかると思います。待っていたらどんどん人口も減りますし

生徒数も減っていくんじゃないかなと思うわけですが、例えば、えびのの飯野高校の事例として

は、最初から寮を整備したわけではなくて、当初は下宿で対応していたということも聞いていま

す。 

 ですので、高校のことを思うなら、まず下宿先を確保して地域みらい留学の３年版に取り組む

ということを優先して考える必要があるのかなと思います。再度、町長にお伺いしますが、言い

ましたとおり寮の整備を待っているのではなくて、まずは３年版の留学に取り組むために、下宿

先を確保してはどうかと思いますが、お考えをお聞かせください。 

○議長（坂本 弘明議員）  町長。 

○町長（甲斐 宗之町長）  御質問にお答えをいたします。 

 「地域みらい留学３６５」の高校２年生だけを受け入れるときにも、実は、町としましても宿

泊受入れの環境をどうするかということは検討しております。そういった中で、使われなくなっ

た民宿であるとか旅館、そういったところの活用ができないものかということはこれまでも検討

してきておりまして、一度打診したところもあるのですが、今はちょっと難しいということがご

ざいました。 

 ですので、おっしゃるとおり一から建物を作るよりも施設として使えるところがあって、それ
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に対応できる人材がいらっしゃれば、ぜひともそういったところは比較的お金をかけずに対応が

できるものなのかなと思っておりますので、そこあたりの朝ごはんから弁当、そして夕食といっ

た恐らくつきっきりになろうかと考えられますので、そこに対応していただけるかという御理解

と、空いている施設の活用を御理解いただけるかということについて、引き続き可能性のあると

ころには交渉しつつ、その可能性を探っていきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（坂本 弘明議員）  板倉哲男議員。 

○議員（５番 板倉 哲男議員）  今の答弁の中で使われなくなった旅館とかというお話がありま

したが、使われなくなったところではなくて、例えば、現在も営業されている旅館ですとか民宿

さんとの協働というのもいいんじゃないかなというふうに考えています。 

 町内も以前からそうなんですが、やっぱり旅行関係の方に話を聞くと、高千穂の観光というの

は観光のシーズンと観光のオフがすごく差があって大変だという話を聞いています。ですので、

一方そういう下宿とかになれば、もう１年間ずっとあるわけですので、そういう意味で例えば旅

館さんの一部の部屋を下宿用として確保していただくとか、そういったことができないのかなと

いうふうに思います。 

 もちろん費用的な面で実際の寮とあまり負担が変わらない程度に、町として支援する必要も出

てくるのかなと思うんですが、そういった現在営業されている旅館とか民宿さんの活用というの

はできないものか、再度、町長にお尋ねしたいと思います。 

○議長（坂本 弘明議員）  町長。 

○町長（甲斐 宗之町長）  御質問にお答えをいたします。 

 その可能性についてはあるというふうに思います。先ほど言いましたように、お弁当の対応と

かそういったところが出てまいりますので、そこらあたりに対応していただけるかどうか、ここ

らあたりの交渉になろうかと思いますので、一案として今後検討したいと思います。ありがとう

ございます。 

○議長（坂本 弘明議員）  板倉哲男議員。 

○議員（５番 板倉 哲男議員）  ぜひ検討のほうをしていただきたいと思います。 

 次に、別件で議案集の５２ページ、５３ページのまちづくり事業について、建設課長にお尋ね

したいと思います。 

 この中で多くは減額になっているのですが、増額になっているのもありまして、測量設計委託

料であったり、看板等設置委託料が増額になっています。これらの予算についてどういった予算

なのかの説明を、まずお願いします。 

○議長（坂本 弘明議員）  建設課長。 
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○建設課長（甲斐 徹課長）  板倉議員の御質問にお答えいたします。 

 まず、測量設計委託料５５４万２,０００円の増額でございますが、この分につきましては三

田井地区の城山神殿線の町道、警察署前から高輪商会のある通りの道路改良分の測量設計委託を

計上しております。 

 また、看板等設置委託料に関しましては、天岩戸地区で整備をしようとしていますビューポイ

ントの誘導看板等の設置に関するデザイン委託料となっております。 

 以上です。 

○議長（坂本 弘明議員）  板倉哲男議員。 

○議員（５番 板倉 哲男議員）  測量のほうが警察署前の道路改良の費用で、看板については岩

戸のほうのビューポイントのデザインということで承知しました。 

 それでお尋ねしたいのが、まちづくり事業なんですけれども、今、三田井地区としては２期目

に入ってまして令和４年度が２期目の１年目に当たると思います。私自身は三田井区に住んでい

まして、三田井地区のまちづくり協議会の集まりがあれば参加させていただいているのですが、

令和４年度についてはほとんど集まりらしい集まりがないまま終わろうとしていまして、そうし

た集まりがない中に、今回、警察署の通りの予算が恐らく執行部主導で考えて予算を上げてくれ

ていると思うのですが、協議会とかに出ていた者として、協議会の集まりがないままにこういっ

たことが進められるというのはちょっと寂しいなということを思いました。 

 やはり住民の思いがあってのまちづくり事業だと思いますので、住民の声に耳を傾けてほしい

と思いますし、やはりまちづくり協議会のメンバーの声は聞いていただきたいなというのが本音

としてあります。 

 令和４年度はもう残りが少ないので実際は５年度から取り組まれるのかなと思うのですが、今

後、令和５年度については住民の声を反映する形でまちづくり事業を進めていただきたいなとい

うことを思っています。 

 再度、建設課長にお尋ねしたいと思いますが、令和５年度についてどのように住民の声を聞き

ながらまちづくり事業を進めるお考えなのかをお聞かせください。 

○議長（坂本 弘明議員）  建設課長。 

○建設課長（甲斐 徹課長）  御質問にお答えをいたします。 

 令和５年度は、令和４年度自体にまず活動が協議会等でできなかったということがございます。

また当初、以前の議会でもお話をしていましたように旧商工会跡地辺りの今後の取扱い方につい

て、最初に取り組みたいというお話もしておりました。 

 その件につきましては、ようやく災害査定も終わりまして、デザイン関係をする会社のほうに

委託をしておりまして、先週その始まりの顔合わせといいますか、代表の方々と懇親会を開いて
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おります。実際に活動し始めるのは、言われたとおり５年度からというふうに考えております。 

 また、城山通りの付近の改良部分については、１期目の末ぐらいからお話があった部分という

ことで計上させていただいております。 

 以上です。 

○議長（坂本 弘明議員）  板倉哲男議員。 

○議員（５番 板倉 哲男議員）  今お伝えしたとおり、ぜひ令和５年度については住民の声、協

議会の声を聞きながら進めていただきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（坂本 弘明議員）  ほかに質疑ありませんか。工藤博志議員。 

○議員（１１番 工藤 博志議員）  １１番、工藤。 

 議案第１２号の補正予算についてお伺いをいたしますが、ふるさと納税の寄附金でありますが、

今年度８,３００万円の減額ということで、また委託料につきましても業務委託料３,０００万円

ほどの減額でありますが、このふるさと納税寄附金が伸びなかった原因は何であるかをお伺いし

たいと思いますが、答弁のできる方はどなたでしょうか、財政課長でよろしいですか。 

○議長（坂本 弘明議員）  財政課長。 

○財政課長（興梠 貴俊課長）  工藤博志議員の御質問にお答えいたします。 

 ふるさと納税業務につきましては、令和４年７月からまちづくり公社のほうに一部事務をお願

いいたしまして行ってきたところでございます。 

 寄附金につきましては、９号補正で上げておりますのが、おおむね１億１,７００万円ほどに

なるのではなかろうかということで計上いたしております。 

 御質問の減額になった原因ということですが、これは一応、分析という形になりますが、令和

３年度におきましては、いわゆるコロナ禍による巣ごもり需要ということがありまして、割と高

額な返礼品を目的に寄附をされる方が多かったということが言えます。 

 ４年度に入りますと、御存じのとおり物価の高騰が続いておりまして、寄附される方の寄附の

返礼品の選び方が安価なもの、日用品のほうにシフトしてまいりました。全国的にはトイレット

ペーパーですとか、そういったものに非常に人気が集まりました。また牛肉等におきましても、

サシの入った高級なお肉というよりかは、普段使いできる赤身の肉ですとか、豚肉ですとかそう

いったもののほうに全体的な需要が高まったものと思われます。 

 本町におきましては、そうしたものの中でなかなか寄附者の嗜好に対応できる返礼品がなかな

か供給できなかった点もあるのかなというふうに思っておりますが、４年度中においてはベビー

服ですとか、イノシシ・鹿等のジビエ肉そういったものの返礼品の造成も行いまして一定の成果

は出ているようでありますが、そういった点で寄附が伸びなかった部分があろうかと思います。 
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 また、これについてははっきりしませんが、町のふるさと納税から公社側に移る際に、ふるさ

と納税のウェブサイトの切り替えを行いましたが、その間、今まで民間に委託しておった写真で

すとかいろんなものが使えなくなりまして、町と公社のほうで新たなホームページの作成を行い

ました。 

 その間の寄附の受付ができない期間がありましたこと、またウェブページには返礼品に対する

いろんなコメント欄がつきますが、コメント欄の評価欄が、またゼロから始まるということで寄

附される方からの参考にならなかった部分もあるのではないかと、そのように思っております。 

 以上です。 

○議長（坂本 弘明議員）  工藤博志議員。 

○議員（１１番 工藤 博志議員）  昨年の７月からまちづくり公社に委託されたわけですけれど

も、当初、２億円というような目標額を掲げられて大いに期待をしておったわけなんですけれど

も、新年度においても２億円という目標でございますけれども、新年度については本来なら次の

議案かもしれませんけれども、どのようなお考えでしょうか、財政課長。 

○議長（坂本 弘明議員）  財政課長。 

○財政課長（興梠 貴俊課長）  ふるさと納税の収入の計画につきましては、高千穂町の行財政改

革大綱の中でもうたい込まれておりまして、令和５年度においても２億円という形で一応、設定

はされております。 

 一応、これについてはなかなか難しい部分もあろうかと思いますが、やはり目標を定めて寄附

を募っていくと、そのために最大限の努力をしていただくということを期待している部分もござ

います。 

 また、この寄附額につきましては、その事務費の５０％程度は委託料ですとか返礼品等に充て

られますが、寄附額がどうしてもそこまで届かないといった場合については、歳出側の減額を合

わせながら調整していきたいと思っております。 

 以上です。 

○議長（坂本 弘明議員）  よろしいですか。ほかに質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（坂本 弘明議員）  質疑ないようでありますので、これで質疑を終わります。 

 これから補正予算議案７件について討論・採決を行います。 

 はじめに議案第１２号令和４年度高千穂町一般会計補正予算（第９号）について討論を行いま

す。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（坂本 弘明議員）  討論なしと認めます。 
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 これより採決を行います。議案第１２号について、原案のとおり決定することに賛成の方は起

立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（坂本 弘明議員）  起立多数であります。したがって、議案第１２号は原案のとおり可決

されました。 

 続いて、議案第１３号令和４年度高千穂町国民健康保険特別会計補正予算（第４号）について

討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（坂本 弘明議員）  討論なしと認めます。 

 これより採決を行います。議案第１３号について、原案のとおり決定することに賛成の方は起

立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（坂本 弘明議員）  起立全員であります。したがって、議案第１３号は原案のとおり可決

されました。 

 続いて、議案第１４号令和４年度高千穂町簡易水道事業特別会計補正予算（第３号）について

討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（坂本 弘明議員）  討論なしと認めます。 

 これより採決を行います。議案第１４号について、原案のとおり決定することに賛成の方は起

立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（坂本 弘明議員）  起立全員であります。したがって、議案第１４号は原案のとおり可決

されました。 

 続いて、議案第１５号令和４年度高千穂町下水道事業特別会計補正予算（第４号）について討

論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（坂本 弘明議員）  討論なしと認めます。 

 これより採決を行います。議案第１５号について、原案のとおり決定することに賛成の方は起

立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（坂本 弘明議員）  起立全員であります。したがって、議案第１５号は原案のとおり可決

されました。 
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 続いて、議案第１６号令和４年度高千穂町介護保険特別会計補正予算（第４号）について討論

を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（坂本 弘明議員）  討論なしと認めます。 

 これより採決を行います。議案第１６号について、原案のとおり決定することに賛成の方は起

立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（坂本 弘明議員）  起立全員であります。したがって、議案第１６号は原案のとおり可決

されました。 

 続いて、議案第１７号令和４年度高千穂町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）につい

て討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（坂本 弘明議員）  討論なしと認めます。 

 これより採決を行います。議案第１７号について、原案のとおり決定することに賛成の方は起

立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（坂本 弘明議員）  起立全員であります。したがって、議案第１７号は原案のとおり可決

されました。 

 続いて、議案第１８号令和４年度高千穂町国民健康保険病院事業会計補正予算（第４号）につ

いて討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（坂本 弘明議員）  討論なしと認めます。 

 これより採決を行います。議案第１８号について、原案のとおり決定することに賛成の方は起

立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（坂本 弘明議員）  起立全員であります。したがって、議案第１８号は原案のとおり可決

されました。 

────────────・────・──────────── 

日程第８．議案第２号 

日程第９．議案第３号 

日程第１０．議案第４号 

日程第１１．議案第５号 
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日程第１２．議案第６号 

日程第１３．議案第７号 

日程第１４．議案第８号 

日程第１５．議案第９号 

日程第１６．議案第１０号 

日程第１７．議案第１１号 

日程第１８．議案第１９号 

日程第１９．議案第２０号 

日程第２０．議案第２１号 

日程第２１．議案第２２号 

日程第２２．議案第２３号 

日程第２３．議案第２４号 

日程第２４．議案第２５号 

日程第２５．議案第２６号 

日程第２６．議案第２７号 

日程第２７．議案第２８号 

○議長（坂本 弘明議員）  次に、日程第８議案第２号から日程第２７議案第２８号までの条例議

案１０件、当初予算９件、その他議案１件、合計２０件を一括議題として質疑を行います。 

 また、質疑をされる方は議会申し合わせ事項を遵守していただき、さらに議案番号並びに答弁

者を指名して質疑願います。質疑ありませんか。工藤博志議員。 

○議員（１１番 工藤 博志議員）  １１番、工藤。 

 議案４号につきまして町長のほうにお伺いいたします。 

 この議案につきましては、ふれあいバスの利用料金を１００円値上げるという議案であります

が、執行にとってはたかが１００円かもしれませんが、利用者にとっては大きな１００円だと思

います。往復すれば２００円であります。しかも、この利用者は高齢者・交通弱者、そして年金

受給者等がほとんどであります。 

 コロナも２類から５類に移行し、さあ、これから行動制限なく自由に動けるというこの時期に、

しかも政府も経済を回して活気づけようという時期に、こういった値上げをされることに対して

いかがなものかと思うわけですが、我々議会も予算決算の特別委員会では附帯意見として、議会、

公民館長、老人会などと協議し、経営改善策を図ることということで附帯意見を出しております

が、この件について町長は、どの課にどのような指示を出されて、今回、提案されたのかをお伺

いいたします。 
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○議長（坂本 弘明議員）  町長。 

○町長（甲斐 宗之町長）  工藤議員の御質問にお答えいたします。 

 おっしゃるとおり利用者の多くは通学の足あるいは高齢者の皆様も多いわけであります。そう

いった中で値上げをお願いするというのはなかなか私どもとしても心苦しいところではあります

けれども、これまでのおっしゃったとおり決算委員会等でも収益の改善をというような御意見を

いただいている中において、様々な経営改善策を練る中で、その一環として、利用料金の

１００円値上げを御提案させていただいております。 

 車両等についても、これまでも、１２人乗りから１０人乗りへの転換であったり、いろいろな

改善も行っておりますし、また、路線の見直しも図っておりますが、なかなかドライバー不足と

いったような課題もありますし、また経営面では燃油高騰ということが、一般家庭でももちろん

負担があるわけですので、それに負担を上乗せになるというのは、非常に心苦しいところではあ

りますが、バス事業の運営という観点からして、以前は遠いところでは片道７００円といった料

金体系もあった中で、１００円が２００円、そして乗り継ぎがあれば、それに１００円といった

ことが加わるわけですけれども、最低限、何とか御理解を得られないかということで御提案をさ

せていただいたところです。 

 この経営改善については、所管課であります企画観光課のほうで、担当を中心に協議をするよ

うにというところで指示をさせていただき、そこでいろいろ様々に案を練って、この形がベスト

なんじゃないかというふうに協議をし、今回、議案として出させていただいております。 

 そして、交通計画協議会等の場で、各地区高連会長等々にも御意見を伺いしたところ、やむを

得ないのではないかといったところの御理解が得られたという中で、今回、議案として議会に提

出をさせていただいたと、そういった経緯でございます。 

 以上です。 

○議長（坂本 弘明議員）  工藤博志議員。 

○議員（１１番 工藤 博志議員）  このバス料金の見直しは、平成２９年に値下げをすれば利用

者が増えるのではないかということを見込んで、値下げをしたわけでありますが、その後、コロ

ナ等々も発生して、三、四年近くなりますけれども、その間、行動制限がかかりまして、利用も

激減した、人は乗らなくても、バスは動かさなくてはいけないという状況が続いたというふうに

思っております。 

 赤字幅も大きくなったことは否めないわけですけれども、行政とすれば、その間、原油高騰対

策としては、給油券の交付や、非課税世帯等々に５万円の支給など、いろいろと手当はしていた

だいたところですが、一方では、そういった飴をあげながら、片っぽでは値上げをするとなれば、

以前、はやった言葉ではありますが、「飴と鞭」としか私は思えませんが、このようなことで、
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執行が住民の福祉の向上につながるかどうかが疑問でありますが、そういった部分での町長の考

えをお聞かせください。 

○議長（坂本 弘明議員）  町長。 

○町長（甲斐 宗之町長）  御質問にお答えいたします。 

 確かに負担増をお願いするということは、大変に心苦しいところではありますが、バス事業の

運営を維持するためというところでは、なかなかやむを得ない部分かなというふうに思っており

ます。 

 今回、負担増をお願いしたときに見込まれる収益の増が約３００万円程度というふうに見込ん

でおりますが、全然、収益改善には、本当に全く黒字化するというようなことは見込めないわけ

ですけれども、平成２９年度に値下げをした、その以前の料金体系と比べれば、まだまだ安い料

金体系ではあるかというふうに思っております。 

 他市町村とも比較しましても、この移動距離の中で、この金額というのはとても安いというふ

うに考えておりますので、公民館長様方に御意見を伺いしたときには、バス事業が運営できなく

なるということが一番よろしくないわけであって、多少利用者の負担を少し上げたとしても、路

線を維持していくということにつながるのであればというような御意見も伺っておりますので、

本当に負担増は申し訳なく思いますが、バス事業を運営していく上では、必要な措置ではないか

というふうに考え今回、御審議をお願いしているという、そういった経緯でございます。 

 以上です。 

○議長（坂本 弘明議員）  工藤博志議員。 

○議員（１１番 工藤 博志議員）  特別委員会での付託議案となっておりますので、これ以降は、

また委員会のほうで審議をさせていただきたいと思います。ありがとうございました。 

○議長（坂本 弘明議員）  ほかにありませんか。馬原英治議員。 

○議員（９番 馬原 英治議員）  ９番、馬原です。 

 議案第１９号ですけれども、令和５年度一般会計当初予算について、当初を含めた中で中期・

長期的に町長にお伺いいたしますけども、鉄道公園化事業予算が、そういう関連で総合政策課に

４,４００万円、建設課に４,５００万円上がっております。合計で令和５年度が９,０００万円

近くなると思いますけれども、１月の全員協議会において公園化事業は、令和５年度アドバイザ

リー業務や測量設計調査を行い、令和６年度に用地買収を行う予定という説明がありました。 

 今後７年間の事業推進において、財源的に多少なりとも無理が出てくる面もあるのではないか

と、事業化予算の縮小も考えていかなければいけないのではないかと思われます。 

 その中で、災害復旧や高千穂中学校移転や、田原小学校の老朽化を踏まえて、今後は公園化事

業も６年間で、一般会計で３億６,０００万円、交付金と起債で１２億円、合計の１５億
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６,０００万円が予定されておりますけども、幾つかの事業を踏まえて、並行してやっていかな

ければいけない時期に来ているのではないかと思うんですけれども、今の経済状況の中で、町長

の考えをまずお聞きします。 

○議長（坂本 弘明議員）  町長。 

○町長（甲斐 宗之町長）  馬原議員にお答えいたします。 

 質問でおっしゃったとおり、様々な災害復旧ももちろんそうですけれども、様々な経費の係る

事業が重なってくるということも確かに推測されますが。 

 そういった中で、学校建設等の話が出ましたけれども、公共施設等整備基金が現在１２億強あ

ろうかと思いますけれども、そういった財源も活用しながら、実施をしていきたいというふうに

考えております。 

 また、計画の中で説明会等でもお話をしてきましたが、極力一般財源の支出を減らすための交

付金の活用であったり、あるいは起債の活用をしながら、支出を分散させていくといった方向で、

さらに検討を重ねていきたいというふうに思います。 

 以上です。 

○議長（坂本 弘明議員）  馬原英治議員。 

○議員（９番 馬原 英治議員）  町長、公園化事業は黒木町長、そして内倉町長からの課題であ

りまして、本当にこれから高千穂町観光に必要と思われます。ですが、学校移転や改修問題とそ

れと災害は、やっぱり高千穂町に残された大きな課題でございます。 

 特に、学校の耐用年数とか、財源的に公園化を行えば、町長が今説明されましたけれども、早

くても完成が高千穂中学校、田原小学校も含めて１５年先ぐらいになると思われるんですけども。 

 平成２９年度に高千穂町公共施設等総合管理計画の中で、これは平成２９年２月なんですけど

も、その中に具体的に高千穂中学校は老朽化が激しいと、現在、修繕等で対応しているが、建て

替えが必要となってきているということで、参考までに、田原小が昭和４４年、現在５４年たっ

ております。今、私も管理等を見てきましたけれども、プレハブ作りで亀裂が入っていまして、

雨漏りをふさぐ状態で修繕しております。 

 高千穂中が、技術室が昭和３８年、６０年たっております。校舎が昭和５３年、４５年です。

体育館が昭和５４年、平成２９年２月に総合計画、令和３年３月、これは町長がおられましたけ

れども、第６次総合計画の中にそれも盛り込まれております。 

 令和３年１０月の過疎地域持続的発展計画、これにも高千穂中学校の問題は明記されておりま

すし、参考までに、高千穂小学校建設のほうを調べてみましたけども、校舎関係が空調を含めて、

大体８億４,０００万円、そして体育館関係が４億円ほどかかっております。合計が１２億七、

八千万円かかっていまして、交付金が来たのが５億７,６００万円です。 
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 財源的にも起債を利用されたと思うんですけども、これも実質的な財源は２億４,０００万円

ほど起債した場合には出さねばいけないんですけども、やっぱりこういう事情を踏まえて、中学

校、田原小学校の建設については、町長は協議会を設置しましたということですけども、基本計

画に持っていかなければいけない状況に来ているのではないかと思うんですけども、その点はど

うでしょうか。 

○議長（坂本 弘明議員）  町長。 

○町長（甲斐 宗之町長）  協議会というのは高千穂中学校の建設の協議会ということですかね。 

 こちらについては、まだ正式には立ち上げしておりませんけれども、新年度早々には、いろん

な団体代表であるとか住民代表、ＰＴＡ、公連の皆さん、そういった皆さんを交えての協議会を

早々に立ち上げたいというふうに思います。 

 いろいろな事業をかぶってくるという可能性はありますけれども、今の御質問の中で校舎等の

建てから１５年ぐらい後になるんじゃないかという話がありましたが、私としてはそんなに後に

するつもりはないといいますか、可能な限り早く建て替えをしたいというふうに思っております。 

 やはり高千穂中学校の校舎というのは、田原から、またその前には岩戸からの統合もありまし

たし、将来的にまだ結果は出ていませんが、上野ということも考えられるのかなというところを

考えたときには、やはり、より安全な場所で快適な学習環境を整えるというところでは、まず優

先すべきことだというふうに考えておりますので、そこらあたりについては、早々にできるだけ

スピード感を持って、教育委員会とともに検討を進めたいというふうに思います。 

 また、田原小学校についても、田原小学校がなくなるということは、私は想定していないわけ

であります。当然、残していくというふうに考えておりますが、一時期、田原中学校が閉校にな

ったときに、田原中学校の校舎を活用できないものかということも検討しましたが、いろいろな

作りの関係上、小学１年生、低学年生が階段であったり、いろいろな上り下りだったりトイレだ

ったり、いろいろなところが小学生に合わないというところで、そちらについては断念をしたと

ころでありますので、田原小学校についても建て替えということは念頭に置きながら、できるだ

け早期に建て替えについての検討を進めていきたいのですが、まず、真っ先に優先すべきは高千

穂中学校の早期の検討かなというふうに私は考えております。どちらも念頭に置きつつ、できる

だけ早い時期に実現ができるように取り組んでまいります。 

 以上です。 

○議長（坂本 弘明議員）  馬原英治議員。 

○議員（９番 馬原 英治議員）  当初、公園化計画、そして、今の町長が説明されたのは、やっ

ぱり３つの事業というのは並行して行うべきだと私は思いますけれども。 

 その中で、私が当初言いましたように、財源の問題ですけれども、今現在、一般会計の起債残
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高が６６億円ございます。もう一つは、危惧されるのは、町立病院の起債残高が１０億円ほど残

っております。 

 統合に関して、やっぱりこの問題は、町の財政面でも大きな問題となっておりますけれども、

この１０億円を入れた場合に７６億円になります、起債残高が。そして、中学校建設、田原小学

校建設に含みまして、合計２５億円かかって７億来ても１８億、その後起債の総残高が９０億円

を超すと鉄道公園化も含めて予想されます。９０億円になりますと３割交付金が来て払うにして

も、２０億円以上の残高になりますし、そこ辺のことを踏まえて、やっぱり今、病院の起債と、

そして一般会計の起債で、合計、利子が年間に４,８００万円ほど払っております。 

 そういう面を踏まえて、今言われた町長の答弁がうまくいくとは思うんですけれども、その辺、

私の今の質問に対しては、町長、その辺どう思われますか。 

○議長（坂本 弘明議員）  町長。 

○町長（甲斐 宗之町長）  いろんな事業を進めていく上において、何の事業でも財源をどうする

のかというのは大きな課題でありまして、そこらあたり基金の活用であったり、あるいは有利な

起債の活用ということを念頭に進めていきますし、また、償還金、起債の償還計画については、

おっしゃるとおり極力、元金利息を増やさないというところは努めているところでありますが。 

 これについては、基金を活用するということも一案ではありますが、いかに基金を積み上げで

きるかということについては、やはりふるさと納税であったり、あるいは企業版ふるさと納税を

いかに増やしていくか、企業版ふるさと納税については明確な地域再生計画、こういったことを

やりたいということの中で募集ができるものですから、そこらあたりをしっかりお示しし、私も

これまで以上に一般的に言えば営業ということになりますけれども、そういった企業版ふるさと

納税をお願いしていくところについての力を入れつつ、財源の確保に取り組んでいきたいという

ふうに考えております。 

 起債については、増えるということが考えられますが、しっかりしたそれの償還財源というと

ころは、鉄道公園化構想については、高千穂町としての収益を得ながらそれを返還していくとい

うことを考えておりますので、そういった起債の償還財源の裏付け、ここら辺りとの関連性も見

ながら、検討していく必要があるというふうに考えております。 

 そして、一時的に基金を取り崩してしまうだけじゃなくて、例えば学校であるとか、例えば道

路とか、そういったところは、将来世代も使うと恩恵を受けるところについては、将来世代にも

負担していただくという意味では、償還、起債を活用して長期で返済をしていくといったところ、

こういった考え方もある程度必要ではないかというふうに考えております。いずれにしても、町

の一般財源、町の負担を、最終的には町民の皆さんの負担をいかに減らせるかというところは考

えていきたい。 
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 病院についても、３町での統合再編によって経営の改善を可能な限り図りつつ、償還の財源の

確保、こういったところを考えていきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（坂本 弘明議員）  馬原英治議員。 

○議員（９番 馬原 英治議員）  今、町長が言われましたけども、公共施設等の積立金が１１億

６,０００万円ぐらいあるわけなんですよね。そして、ふるさと納税の基金が２億６,０００万円

ぐらいあるんですけど、それを合わせても１４億円近くになりますけれども、参考までに、九重

大橋ができたのは、第二次総合計画が平成５年でした。そして完成が平成１８年、事業費が

２０億円、計画から完成まで１３年かかっております。 

 その中で注目すべき点が、地域再生債というのがありまして、これが、ほとんど国が事業を見

るということで、２０億円のうち８億円、今はないんですけれども、８億円使って、過疎債を

１８億円使っております。やはり、そういう国が全面的に見るような起債があれば、やはり事業

推進、また今後の展開も楽になると思うんですけど。 

 最後なんですけれども、問題点３つありますので、町長にお伺いしますけど、さっき言われま

したように、ふるさと納税の増税なくしては、町民が安心して暮らせるような事業推進といいま

すか、この３点をないとは思うんですけども、やはり、都農町も都城も、いろいろな川南もそう

ですけれども、事業をやっていますけれども、ふるさと納税の増額により基金を積み立ててやっ

ておられるのが第１点。第２に、鉄道公園化事業内容を、もう少し議会に対して細かい資料が私

は必要と思われます。 

 今後、議会に対しても、もう少し内容のある例えば駅の前の建物を１つ作ると、作ったらこの

建物は幾らになる、この建物は企業体が幾ら出してもらうとか、売上がどのくらい、従業員が何

人、そういう方向性で２番目は出していただきたいと思います。 

 ３番目に、先ほどから言いましたように、中学校、小学校建設に対しては、町長は協議会を立

てますということになっていると言われていましたけれども、やはり整備移転に対して基本計画

を作成するべきに来ていると思うんですけど、その３点について再度お伺いします。 

○議長（坂本 弘明議員）  ここで１１時２０分まで休憩いたします。 

午前11時07分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前11時19分再開 

○議長（坂本 弘明議員）  休憩前に引き続き、会議を再開いたします。 

 馬原議員に申し上げます。馬原議員の質疑は質疑になっておりません。要望、提案と見受けら

れますので質疑を行ってください。 
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 町長。 

○町長（甲斐 宗之町長）  馬原議員の御質問にお答えします。 

 ふるさと納税の増加なくしては事業の推進ができないんではないかということでありますけれ

ども、私もふるさと納税をいかに増やして、これから様々に重要度をもって新たな事業を取り組

もうかというところには、それは必要なことだというふうに思っております。 

 もちろん国の交付金であったり補助金であったり、そういうところの活用を最大限にするとい

うことを念頭に置いておりますけれども、このふるさと納税については、企業版ふるさと納税も

含めていかにして増やしていくかということについては、特に力を入れて取り組んでいきたいと

いうふうに思います。 

 また、２番目の鉄道公園化事業内容を細かく説明をしてということでありましたけれども、現

状では私どもが考えられる構想の中で、今、検討をしておりますので、これが実際にこういった

全体構想の中でアドバイザリー業務の中で民間事業者がどれほど興味を示して一緒にやりたいと

言っていただけるか、ここにかかっているというふうに思っております。 

 その中で、民間事業者と対話をしながら施設の規模感であるとか、具体的な例えば収益施設の

内容であるとか、料金設定こういったところを検討してまいりますので、具体的にお示しをする

というところについては、民間事業者とのアドバイザリー業務を進める中でしかお示しすること

ができないのかなあというふうに思っております。仮にという形を念頭に置けば、ある程度示せ

るのかなと思いますので、そのレベルでよろしければお示しをしたいというふうに思います。 

 それと、中学校、小学校の協議会設立について、早期に基本計画にというようなお話がありま

したが、やはり例えば中学校であれば場所の選定であるとか、そこらあたりが大変重要な要素に

なりますので、そういったことを決められない中での基本計画への移行というのは現実的には無

理なわけでありますので、しっかり地域の皆さん、また保護者、そしてＰＴＡ、学校の先生方そ

ういったところとしっかり協議をした上で、構想を練った上での基本計画こういった流れが必須

であろうと考えますので、可能な限り協議会の中で検討を進めるということを第一に進めていき

たいと考えております。 

 以上です。 

○議長（坂本 弘明議員）  馬原英治議員。 

○議員（９番 馬原 英治議員）  私のほうも言葉のあやといいましょうか、失言があったという

ことで、私も真摯に受け止めておりますけども、今後は町長、鉄道公園化地域説明会の中で町民

の意見を聞き、またいろんな考えを持って町長もやられると思いますけども、やっぱり前向きな

姿勢でどれをやめるとかではなくて、そういう考えのもとで新年度予算、また私も審議してまい

りますけども、そこの点を踏まえながらよろしくお願いします。 
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 以上です。 

○議長（坂本 弘明議員）  ほかにありませんか。板倉哲男議員。 

○議員（５番 板倉 哲男議員）  ５番、板倉です。 

 １９号の令和５年度高千穂町一般会計予算について、まず財政課長にお尋ねしたいと思います。 

 当初予算を作るに当たりまして、各課から予算要求があって、その後の査定をした上で今回の

９８億６,４００万円という予算になっていると思います。お伺いしたいのは、各課からの予算

要求の段階で総額どれだけの金額が積み上がっていたのかについてお教えください。 

○議長（坂本 弘明議員）  財政課長。 

○財政課長（興梠 貴俊課長）  板倉議員の御質問にお答えいたします。 

 令和５年度の当初予算の要求額はというお尋ねですが、歳出総額の要求額は１０４億

５,４９４万円でありました。 

 以上です。 

○議長（坂本 弘明議員）  板倉哲男議員。 

○議員（５番 板倉 哲男議員）  予算要求の段階で１０４億円以上ということで、そこから査定

の中でいろいろ切り詰めて９８億円の予算になったわけですけれども、今回の予算の中身を見て

みますと、財政調整基金から５億４,６００万円という非常に大きな金額を繰入れしていまして、

それを見たときに私としましては、もう少し切り詰める必要があったのではないかなあというこ

とを感じましたが、財政課長に再度お尋ねしますが、当初の１０４億円から９８億円になったわ

けですが、例えばもう少し切り詰めて９７億円とか９６億円にすることができなかったのかにつ

いて、お尋ねしたいと思います。 

○議長（坂本 弘明議員）  財政課長。 

○財政課長（興梠 貴俊課長）  お答えいたします。 

 歳出の要求額は１０４億５,０００万円ほどでございましたが、内容的に申し上げますと施設

の老朽化に対する更新費用等が多額に要求されておりました。 

 ただ、令和５年度においては令和４年度の台風１４号災害に関する災害復旧事業費を多額に見

込んで予算を組む関係上、様々な大型事業については後年度に後延べして実施していただきたい

ということで査定をいたしました。 

 また、新年度予算の中には災害対策事業と別に、災害に関連する予算としまして、農地農業用

施設の災害自力復旧事業ですとか、町単費でどうしてもやらなければいけないような経費も出て

きておりますので、そういったものを優先して予算組みさせていただきました。その結果、この

予算額になったところであります。 

 以上です。 
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○議長（坂本 弘明議員）  板倉哲男議員。 

○議員（５番 板倉 哲男議員）  いろいろ必要があったので、今回９８億円の予算になったとい

うことですけれども、やはり、どうしても私が思うに、財政調整基金の動く５億円以上の繰入れ

というのが気になったところです。 

 過去１０年を見ても、この５億円以上の繰入れというのは私が調べた限りではありませんでし

た。せいぜい２億５,０００万円とかそういった金額だったのが、今回もちろんあくまで当初予

算の段階でということにはなりますが５億円以上の繰入れということで、非常に大きな繰入れを

している予算となっています。 

 この点について、同じ質問を町長にもお尋ねしたいと思いますが、今回、財政調整基金から

５億４,６００万円という非常に過去に例がないような繰入れをしていることについて、町長と

してどのように受け止めているのかお聞かせください。 

○議長（坂本 弘明議員）  町長。 

○町長（甲斐 宗之町長）  板倉議員の御質問にお答えいたします。 

 確かに５億７,６００万円というような多額な繰り入れに頼らざるを得ない予算組みとなって

おります。 

 こちらにつきましては、災害復旧事業をはじめいろいろな事業を上げておりますけれども、も

ちろん可能な限りの国の交付金や補助金の活用を、事業を進める中においては模索をしてまいり

まして、その上で一般会計、財政調整基金からの繰入金等を極力減らしていく努力はもちろんし

てまいります。 

 そして、繰入金につきましては、例えば財政調整基金の在り方も大規模災害等に備えるという

意味合いもあるわけでありますので、私どもとしては、予算組みとしては、当初としてはやむを

得ないのかなあというふうに考えております。 

 令和５年度が決算を迎えるまでに、極力有効な財源を活用しての財政調整基金からの繰入れを

減らすということについては努力をしてまいる所存でございます。 

 以上です。 

○議長（坂本 弘明議員）  板倉哲男議員。 

○議員（５番 板倉 哲男議員）  財政調整基金については、災害の備えということの答弁もあり

ましたけれども、前回の議会で私も基金のことで質疑をしまして、やはり災害の備えとして

２０億円ぐらい基金がったほうがいいんじゃないかというようなことも提言としてお伝えしたん

ですが、それと併せて今回の当初予算にも入っていますし、以前から進めています鉄道公園化の

事業に関連するんですけれども、先日の報告会のほうに私も参加させていただきましたけれども、

やはり町民の方から不安の声ですとか疑問の声が非常に聞かれました。やはり財政面についての
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ことが多いのかなと思います。 

 そこで、私が思うに順番として町の財政をより良い状態に、つまり財政調整基金からの繰入れ

をしなくてもいいような財政状況に持っていって、余裕が出てから鉄道公園化のような大きな投

資をするというのが、よりふさわしい順番ではないかなというふうに思うわけですが、その点に

ついて町長、いかがお考えでしょうか。 

○議長（坂本 弘明議員）  町長。 

○町長（甲斐 宗之町長）  御質問にお答えいたします。 

 確かに十分な基金とか財源があっての事業実施ということが理想ではあります。ですので、ふ

るさと納税については早期に増額を図っていくための努力をしたいというふうに思っております。 

 事業実施に当たっての今回の見直しは、ＰＦＩ手法ということで民間資本をできるだけ活用し

ていくということを上げさせていただいておりまして、そちらについては基金の取り崩しを極力

少なく取り組んでいく計画としておりますので、この鉄道公園化事業については、もちろんアド

バイザリー事業の中で民間事業者が一緒にやるよと言っていただけるかというところが一番の課

題でありますので、そこにまず取り組ませていただきたいと。 

 そして、その後の進め方については、計画では一応計画は立てておりますけれども、財源の在

り方、災害対応もありますけれども、来年度以降、いつどのような大きな支出が出てくるかも分

かりません。そこらあたりのところは状況を見ながら、民間事業者とともに計画を練りながら、

少しでも町の財政負担を減らしていくような安定的な財政運営ができるかというところも見据え

ながら前に進めていくのか、一旦立ち止まるのかというところについては検討したいというふう

に思います。 

 以上です。 

○議長（坂本 弘明議員）  板倉哲男議員。 

○議員（５番 板倉 哲男議員）  鉄道公園の報告会の話をしましたけれども、そのときに先ほど

お伝えしたとおり町民の方からやはりそういった不安の声ですとか、疑問の声が非常に多かった

と私は思っているんですが、町長にお伺いしたいのが、町長として報告会の場で出たそういった

町民の方の声をどのように受け止めておられて、そして、今後どのような対応を考えているのか。 

 つまり、私としては、まだまだ町民の方への説明とか町民との対話というものが不足している

のではないかなと感じるわけですが、今後どのように町民の理解を得ていくのかについて、町長

のお考えをお聞かせください。 

○議長（坂本 弘明議員）  町長。 

○町長（甲斐 宗之町長）  御質問にお答えいたします。 

 今回、６か所で説明会を開催させていただきましたが、やはり財源に対する心配あるいは自然
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を壊してしまうのではないかといったような問題、そして、例えば高千穂中学校とかの建て替え

とか、そういったところのほうを優先してやるべきじゃないかみたいな、そういった御意見多々

いただきました。 

 それについては真摯に受け止めさせていただきまして、先ほどからいろいろ質問をいただくよ

うに、どの事業を優先的にやる、あるいは並行してやることができるのかというところについて、

しっかり財源の問題を考えていく必要があるなということを新ためて認識をいたしました。 

 このアドバイザリー事業をやっていくに当たっては、やはりそのような財源の問題であるとか、

自然環境への配慮、こういったところは引き続き検討をしながら、町民の皆様から頂いた御意見

をいかに実施に向けて反映させていくかということについては、引き続き総合政策課を中心に検

討を進めていきたい。 

 そして、段階を経るごとに今回のような説明会をしながら対話をしていくといった機会を、今

後ともさらにもっていくように努めたいというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（坂本 弘明議員）  板倉哲男議員。 

○議員（５番 板倉 哲男議員）  やはり鉄道公園化は民間企業も入るということですけれども、

やはり主体は町ですので、町民の理解があって初めて進められる事業だと思っています。ぜひ今

後とも住民の方への説明ですとか対話にも、これまで以上に取り組んでいただきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（坂本 弘明議員）  ほかにありませんか。富髙友子議員。 

○議員（１３番 富髙 友子議員）  １３番、富髙です。 

 議案４号について町長にお尋ねをしたいと思います。 

 バス事業に対しましては、だいぶん前の前の町長のときに宮交のほうに助成が４,０００万円

ぐらいあるということで、それが高いということでふれあいバスに変更になりました。最初のほ

うは地域もこれ以上は増やせないということで、２つタクシー会社がありましたのでそちらのほ

うに配慮いたしまして、これ以上奥までは行けないという回答をもらったりしておりましたが、

やはりどこかで一つ奥のほうに入れるようになりますと、地区から申し出がありまして、このよ

うにたくさん私たちにとってはとてもありがたいことなんですが、細かいところまでバスが来て

いただくようになりました。助かっている方もたくさんおりますが、やはりバスを見てみますと

乗っていない時間帯がたくさんあります。 

 それで、まず一つお聞きしたいのは、ふれあいバスを運転しておられる運転手さんを集めてい

ただいて、そういう会議をされたことがあるのか、企画課長にちょっとお尋ねしたいと思います。 

○議長（坂本 弘明議員）  企画観光課長。 
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○企画観光課長（安在 浩課長）  富髙議員の御質問にお答えいたします。 

 バスの運転手につきましては、宮交タクシーさんのほうに委託をしておりまして、宮交タク

シーさんのほうにバスの運転手を探してもらったりしております。 

 それと町長の答弁の中で先ほどあったんですが、バスを１２人乗りから１０人乗りにして普通

免許で運転できるような形もとっておりますので、バスの運転手の確保に向けてはそういったこ

とで対応をしております。 

 以上です。 

○議長（坂本 弘明議員）  富髙友子議員。 

○議員（１３番 富髙 友子議員）  直接、運転をされている方の話し合いはなかったかなとは思

うんですけれども、意見が。一番バスに乗って事情を知っておられるのは運転手さんだと思いま

す。それで、空いている時間帯とかそこ辺をまた今後の課題だと思うんですが、やはり朝晩バス

を減らして、今、デマンドとかいろいろ方法があると思いますが、タクシーをこれにするには時

間がかかって大変な作業だと思うんですけど、やはりこれだけ赤字が入って値上げもしたりしな

くてはいけないということは、調査も必要だし皆さんで考えていく必要もあると思うんですが。 

 そこで、町長にお伺いしたいんですけれども、地域の奥まで入っているバスを少し減らして、

そういうタクシー事業、タクシーを募ってほとんど病院に行かれるお年寄りが多いと思いますの

で、空で回っているのを見たときに、とてもそこ辺が私はもったいないなあと思ったりすること

もありますので、そうするのかバスを地域に張り巡らすのか、バスを少し減らしてタクシーのお

考えがあるかどうか、今後大変な作業だと思うんですが、赤字を減らすためにそういう考えもあ

るんじゃないかと思いますが、どうでしょうか。 

○議長（坂本 弘明議員）  町長。 

○町長（甲斐 宗之町長）  富髙友子議員の御質問にお答えいたします。 

 これまでも路線を減らして、要は最終的にはバスの台数を減らしてドライバーも減らすことが

できれば、例えばタクシーを活用した、例えば交通弱者の足を確保するということも可能じゃな

いかということも併せてこれまでも検討してきております。 

 今回、国の制度が割と柔軟に対応できるような形にも変わってきているというのがありますの

で、そこらあたりについては、例えばふれあいバスよりかお金はかかるけれども、タクシーを本

当に自分でお支払いするとなればかなりの金額となるところを、町のほうである程度助成をしな

がら、一人じゃなくて例えば２人とかうまくそこに集まっていただいて乗せていくとか、そうい

った可能性もありますねっていうことについては検討を進めているところです。 

 ただ、どうしても費用負担が上がってまいりますので、そこらあたりは登録制なりのことを考

えられないかなと。そのときにあらかじめ「これぐらい費用がかかるけれども、利便性を考えれ
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ばそれでも登録をして活用したい」とおっしゃる方を募るといった、そういった考え方も今ちょ

っと検討を進めているところであります。今後とも企画観光課を中心に、そのような方向でも一

つの案として検討したいというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（坂本 弘明議員）  富髙友子議員。 

○議員（１３番 富髙 友子議員）  ぜひそのようにしていただいて、やはり無駄をなくすという

か、それを止めるのは大変な作業があるとは思いますが、私たちも見て空のバスが走っているの

がよく目立ちます。そういうことで、今後、大変な作業にはなると思いますが検討をお願いした

いと思います。 

 以上です。 

○議長（坂本 弘明議員）  ほかにありませんか。富髙健一郎議員。 

○議員（１２番 富髙健一郎議員）  議案第２８号につきまして、まず、農林振興課長にお尋ねし

ます。 

 これは林業椿原線ということでありました。椿原線につきましてちょっと詳細を、もっと詳し

く説明をお願いしたいと思います。 

○議長（坂本 弘明議員）  農林課長。 

○農林振興課長（佐藤 峰史課長）  富髙健一郎議員の御質問にお答えいたします。 

 椿原線の概要ですが、事業名としましては「森林環境保全整備事業林道専用道」となっており

ます。起点が大字岩戸の小又、終点が大字上岩戸の桐本谷流となっております。事業期間は平成

２７年から平成３６年を予定しております。６年度以降、また計画変更等必要になりまして、事

業期間が延びる可能性もあります。 

 現在の計画の総延長が５,９００メーターです。総事業費が２億１,２００万円となっておりま

す。あと利用区域の面積は２９９ヘクタールで費用対効果等が今のところ２.１２ということで

出ております。 

 以上です。 

○議長（坂本 弘明議員）  富髙健一郎議員。 

○議員（１２番 富髙健一郎議員）  今、平成２７年から平成何年と言われましたか。 

○農林振興課長（佐藤 峰史課長）  平成３６年で、また見直すということです。 

○議員（１２番 富髙健一郎議員）  これまでの事業費につきまして、また幾らかかっているのか。 

○議長（坂本 弘明議員）  農林振興課長。 

○農林振興課長（佐藤 峰史課長）  ちょっと今手元に資料がないので、ちょっと調べさせていた

だいて、また後で報告ということでよろしいでしょうか。 
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○議長（坂本 弘明議員）  富髙健一郎議員。 

○議員（１２番 富髙健一郎議員）  この中の、辺地債の説明の中で橋梁の補修というふうになっ

ておりますけど、現在そこの椿原線に橋梁があるわけですか。これは別ですか。 

○議長（坂本 弘明議員）  農林振興課長。 

○農林振興課長（佐藤 峰史課長）  橋梁につきましては、町道の橋梁補修となっております。 

 以上です。 

○議長（坂本 弘明議員）  富髙健一郎議員。 

○議員（１２番 富髙健一郎議員）  では、椿原線とは関係ないということですね。 

○議長（坂本 弘明議員）  農林振興課長。 

○農林振興課長（佐藤 峰史課長）  椿原線の路線内には入っておりません。 

 以上です。 

○議長（坂本 弘明議員）  富髙健一郎議員。 

○議員（１２番 富髙健一郎議員）  そこで財政課長のほうに質問させていただきます。今回、辺

地債の導入ということであります。 

 辺地債は過疎債のように町内全域使えるというわけではありません。その分補助額がかなり多

いようでありますから、辺地債はこれからもかなり使っていかなければいけないわけであります

が、今までにかなり投資をしているわけじゃないですか、この椿原線につきましては。 

 これ最初の段階では、やっぱり辺地債を使おうというような計画はなかったのか。自分のとき

ではないからちょっと分からないかもしれませんけれども、その辺につきまして説明をお願いし

ます。 

○議長（坂本 弘明議員）  財政課長。 

○財政課長（興梠 貴俊課長）  富髙健一郎議員の御質問にお答えいたします。 

 辺地債につきましては、ここ１０年ほどは使ってきておりませんが、その経緯等についてです

が、以前は企画観光課で辺地計画を持っておりまして、その後、総合政策室、総合政策課と移っ

てくるわけですが、その年度、年度におきまして、この辺地計画に当たる事業があるかどうかと

いう調査がなされて、その中で上がってきていないものと考えております。 

 ただ、辺地に関しましては、例えば上岩戸までふれあいバスが入っていったときとか、それに

よって近くにバス路線があるかとかそういったことで、あと上岩戸小学校がなくなったりとか、

それぞれ辺地としての点数付け等が変わってきておりますので、その年、その年で該当事業があ

ったかどうかということについては、こちらのほうではなかなか把握できておりません。 

 以上です。 

○議長（坂本 弘明議員）  富髙健一郎議員。 
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○議員（１２番 富髙健一郎議員）  やはり今後におきましては、こういった辺地債を多く使われ

たほうがいいかなというふうに思っております。言われたように１０年ぐらいは全然使われてい

ないということで、非常にもったいないことをしたなというふうに思っております。 

 今回、このように取り組まれたことにつきましては、大変ありがたく思っているわけです。今

後におきましてもいろいろと情報もあろうかと思いますけれども、なるべく辺地債を使うように、

またお願いをしておきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（坂本 弘明議員）  ほかに質疑ありませんか。工藤博志議員。 

○議員（１１番 工藤 博志議員）  １１番、工藤です。 

 議案第１９号についてでありますが、令和４年の繰越明許費が１２億円近いわけですが、その

大半が土木、農地災害、河川災害を占めております。そして令和５年の災害復旧費が１３億

１,３００万円ほど計上されております。ほとんどが建設課なり農林振興課、農地整備課の担当

になるかと思います。 

 今回、大分・宮崎のほうから職員の派遣もあるというようなことでありますけれども、この

２５億近い災害復旧と土木費を含めてでありますが、それプラス本来の道路改良あるいは道路整

備等も行われると思いますが、具体的にどのようにこの金額を消化されていくか、その考え方を

町長に伺いたいと思います。 

○議長（坂本 弘明議員）  町長。 

○町長（甲斐 宗之町長）  御質問にお答えいたします。 

 もう災害復旧費については、災害復旧事業については本当に人手と時間が必要になりますので、

宮崎市また大分県からの職員派遣を頂いて、また職員も一丸となって取り組んでいくということ

でございます。 

 可能な限り早期に設計、そして発注を進めていくということで考えておりますが、一部職員だ

けでは対応が難しいと見込まれる、例えば農地整備課あるいは建設課については、一部外部委託

ということも費用として計上しつつ、予算を発注していくという考えでございます。 

 どのように消化していくかということについては、できるだけ早期に対応できるように一丸と

なってやっていくということしかないのかなというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（坂本 弘明議員）  工藤博志議員。 

○議員（１１番 工藤 博志議員）  職員の方と事務方のほうは町長の考えでよろしいかと思いま

すが、発注した場合に請負業者のほうが労働不足とか人手不足等々で不落になったりということ

も懸念されるわけですけれども、この請負業者の不足に対する対策等々はお考えでしょうか。 
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○議長（坂本 弘明議員）  町長。 

○町長（甲斐 宗之町長）  一部については県のほうにおいても災害復旧事業、この地域外だけで

はなかなか人材が不足して対応できないんじゃないかというようなところで、入札参加の在り方

についても他地域からも参加できるようにというような形の方針も示していただいておりますの

で、そこらあたり対応するしかないかなと思いますが、建設課長のほうでそのあたり答弁させま

す。 

○議長（坂本 弘明議員）  建設課長。 

○建設課長（甲斐 徹課長）  災害復旧事業の現場の施工等そういう現場に対する対応に関しまし

ては、工藤議員おっしゃられるとおり人手不足ということが非常に懸念されております。 

 今、町長がおっしゃったように、地域内での業者だけでは完成が難しいのではないかというこ

とで、県のほうも復旧・復興ＪＶというような形の説明に、建設業協会に来られて説明をされた

りしております。 

 また、なかなか町内だけでは難しいところに関しては、今後、今週になりますけど高千穂地区

の建設業協会と協議を行うこととしておりますので、具体的な内容については、そこでもう少し

詰めた協議をしたいというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（坂本 弘明議員）  工藤博志議員。 

○議員（１１番 工藤 博志議員）  激甚災害に指定されたというようなことで、３年間で災害復

旧はやればいいということでありますけれども、地権者なり土地所有者は１年でも早く農地が復

活できるように希望を持って、そして期待をされておりますので、そちらを優先にしてでも早く

災害復旧をやっていただきたいと思っております。よろしくお願いします。 

 もう１点でありますが、鉄道公園化についてであります。 

 今回、県道７号から天岩戸駅に向けての町道の新設改良のための測量設計費が計上されている

ということでありますが、この事業についてはアドバイザリー業務において民間業者が見つかり、

またその業者との業務提携などが可能となった場合に発動するというようなことで、仮に民間業

者が見つからなかった場合は予算を執行しないというような説明を議運で受けたわけであります

が、この当初予算として仮定の事業あるいは予想される事業に対して、予算計上することがいか

がなものかと私は思うわけですが、町長の考えをお伺いいたします。 

○議長（坂本 弘明議員）  町長。 

○町長（甲斐 宗之町長）  工藤議員の御質問にお答えいたします。 

 確かにアドバイザリー業務の中で民間事業者が決まれば執行するという前提の下でありますが、

事業の受け皿としては計上をぜひさせていただきたいということで、そういう思いを持って予算
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計上をさせていただいております。 

 以上です。 

○議長（坂本 弘明議員）  工藤博志議員。 

○議員（１１番 工藤 博志議員）  その仮定の事業を予想される事業に対して、その予算計上す

ることが執行上正しいか、正しくないかのお伺いなんですが。 

○議長（坂本 弘明議員）  町長。 

○町長（甲斐 宗之町長）  もちろん事業者が決まってからと、計上するということも可能ではあ

るというふうに思いますが、私どもとしては目指すべき姿としては事業者が決まってから執行さ

せていただくという前提であります。 

 これまでも、補助がつけば執行させていただきたいというような、そういった形での予算計上

もございましたので、そのような取り扱いと同様であるというふうに考えております。御理解い

ただければというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（坂本 弘明議員）  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（坂本 弘明議員）  質疑ないようでありますので、これで質疑を終わります。 

 これからただいま質疑の終わりました議案の委員会付託を行います。 

 お諮りします。議案第４号第１９号については、お手元に配付の令和５年度一般会計予算審査

特別委員会の設置案のとおり議長を除く１２名で構成する特別委員会を設置し、これに付託し、

議案第４号、第１９号を除く議案１８件については、お手元に配付の委員会付託一覧表のとおり

所管の常任委員会に付託して審査することにしたいと思いますが、御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（坂本 弘明議員）  異議なしと認めます。よって、議案第４号第１９号は令和５年度一般

会計予算審査特別委員会を設置し、これに付託して審査することとし、議案第４号、第１９号を

除く議案１８件については、委員会付託一覧表のとおり所管の常任委員会に付託して審査するこ

とに決定しました。 

 ただいま設置されました令和５年度一般会計予算審査特別委員会には、委員会条例第８条の規

定により正副委員長を置き、委員会において互選することになっています。従いまして次の休憩

中に年長委員において委員会を開き、正副委員長の互選を行い、その結果を報告願います。 

 ここで暫時休憩します。 

午前11時58分休憩 

……………………………………………………………………………… 
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午後０時02分再開 

○議長（坂本 弘明議員）  休憩前に引き続き、会議を再開いたします。 

 令和５年度一般会計予算審査特別委員会における正副委員長が決定しましたので、その結果を

報告します。 

 委員長に本願和茂議員、副委員長に板倉哲男議員がそれぞれ選任されました。 

────────────・────・──────────── 

○議長（坂本 弘明議員）  以上をもちまして、本日の日程は全て終了いたしましたので、これに

て散会します。 

○事務局長（須藤 浩文事務局長）  御起立をお願いします。一同、礼。 

〔起立・礼〕 

午後０時03分散会 

────────────────────────────── 


